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W
T
O（
世
界
貿
易
機
関
）

協
定
の
一
部
を
構
成
す
る

「
T
B
T
協
定
（
貿
易
の
技

術
的
障
害
に
関
す
る
協
定
）」

は
、
途
上
国
を
含
む
す
べ
て

の
W
T
O
加
盟
国
に
、
以
下

の
義
務
を
課
し
て
い
る
。

①
貿
易
相
手
国
に
よ
っ
て
差

別
的
に
国
内
規
格
を
適
用
し

て
は
な
ら
な
い
（
A
国
か
ら

の
輸
入
品
に
は
a
規
格
、
B

国
か
ら
の
輸
入
品
に
は
b
規

格
と
い
っ
た
適
用
は
で
き
な

い
）

②
国
内
規
格
は
、
国
家
安
全

保
障
上
の
必
要
性
な
ど
正
当

な
理
由
が
無
い
限
り
、
国
際

貿
易
上
の
不
必
要
な
障
害
を

も
た
ら
す
目
的
で
作
ら
れ
て

は
な
ら
な
い

③
国
内
規
格
は
、
気
候
上
の

理
由
な
ど
正
当
な
理
由
が
無

い
限
り
、
国
際
規
格
（
※
）

を
基
礎
と
し
て
作
成
し
な
け

　
計
量
制
度
検
討
小
委
員
会

第
3
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

（
W
G
）
第
2
回
会
合
が
9

月
　
日
、
東
京
・
霞
が
関
の

28
経
済
産
業
省
で
開
か
れ
た
。

　
初
め
の
議
題
は
第
1
回
会

合
の
議
事
録
に
つ
い
て
。
異

議
な
く
原
案
通
り
承
認
さ
れ

た
。
経
済
産
業
省
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
公
開
さ
れ
る
。

　
第
3
W
G
は
計
量
標
準
・

物
質
供
給
の
あ
り
方
を
検
討

す
る
。
今
回
は
計
量
法
に
基

づ
く
計
量
標
準
を
供
給
す
る

機
関
、
関
連
業
界
団
体
に
所

属
す
る
委
員
か
ら
、
計
量
標

準
、
標
準
物
質
の
現
況
に
つ

い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
。

　
日
本
電
気
計
器
検
定
所

（
日
電
検
、
J
E
M
I
C
）

標
準
部
長
畠
山
重
明
委
員
、

苛
化
学
物
質
評
価
研
究
機
構

（
C
E
R
I
）
東
京
事
業
所

化
学
標
準
部
長
松
本
保
輔
委

員
、
関
連
す
る
業
界
団
体
か

ら
は
花
日
本
試
薬
協
会
規
格

委
員
会
委
員
三
浦
正
寛
委

員
、
花
日
本
分
析
機
器
工
業

会
環
境
技
術
委
員
会
委
員
長

齋
藤
壽
委
員
が
担
当
し
た
。

安
価
な
お
墨
付
き

を
望
む
ユ
ー
ザ
ー

　
畠
山
委
員
は
「
現
状
に
お

け
る
J
E
M
I
C
の
校
正
業

務
の
実
施
概
要
と
社
会
的
要

請
」、「
J
E
M
I
C
か
ら
見

た
今
後
の
標
準
供
給
、
国
際

整
合
性
及
び
国
内
ト
レ
ー
サ

ビ
リ
テ
ィ
体
制
の
あ
り
方
」

の
2
点
に
つ
い
て
説
明
し

た
。
特
定
校
正
を
受
け
る

ユ
ー
ザ
ー
の
目
的
は
、
も
の

づ
く
り
と
適
合
性
の
評
価
に

大
別
さ
れ
る
。前
者
は
計
測
・

計
量
機
器
メ
ー
カ
ー
、
校
正

事
業
者
な
ど
、
後
者
は
基
準

や
強
制
を
ク
リ
ア
す
る
、
ま

た
は
I
S
O
9
0
0
0
シ

リ
ー
ズ
な
ど
の
取
得
を
希
望

す
る
企
業
・
団
体
で
あ
る
。

も
の
づ
く
り
に
お
い
て
は
正

確
な
値
が
要
求
さ
れ
る
が
、

適
合
性
の
評
価
を
希
望
す
る

ユ
ー
ザ
ー
は
、
ト
レ
ー
サ
ビ

リ
テ
ィ
の
証
明
書
を
入
手
す

る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
そ

の
際
に
は
安
価
で
あ
る
こ
と

が
望
ま
れ
て
い
る
。

　
校
正
業
務
の
社
会
的
要
請

と
し
て
、測
定
範
囲
と
品
質
、

信
頼
性
、
技
術
・
設
備
能
力

な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

日
電
検
は
国
家
標
準
の
維

持
・
供
給
を
含
め
、
電
気
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
計
量
に
関
す
る

す
べ
て
の
業
務
を
一
体
化
し

て
運
営
で
き
る
独
立
し
た
検

査
機
関
で
あ
り
、
計
量
行
政

か
ら
見
た
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト

を
最
小
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
、
と
結
ん
だ
。

標
準
物
質
供
給
の

現
況

　
松
本
委
員
は
C
E
R
I
が

供
給
す
る
特
定
標
準
物
質
の

現
況
を
述
べ
た
。
特
定
標
準

物
質
は
現
在
1
1
3
種
類
あ

る
。
こ
れ
ら
は
分
析
機
器
の

校
正
、
環
境
計
測
な
ど
に
使

用
さ
れ
、
デ
ー
タ
の
信
頼
性

確
保
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
標
準
物
質
に
お
け
る
J
C

S
S
供
給
の
現
状
は
、
採
算

等
の
理
由
か
ら
、
担
い
手
で

あ
る
登
録
事
業
者
が
お
ら

ず
、
す
べ
て
の
標
準
物
質
が

供
給
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
そ
こ
で
、
2
0
0
3

年
か
ら
　
年
に
行
わ
れ
た
知

04

的
基
盤
整
備
特
別
委
員
会

「
標
準
物
質
の
供
給
体
制
の

あ
り
方
に
関
す
る
W
G
」で
、

登
録
事
業
者
が
い
な
い
標
準

物
質
に
つ
い
て
は
、
C
E
R

I
が
直
接
ユ
ー
ザ
ー
に
校
正

を
行
い
、
登
録
事
業
者
が
現

れ
た
ら
速
や
か
に
既
存
の

ル
ー
ト
に
よ
り
供
給
す
る
シ

ス
テ
ム
と
な
っ
た
。

　
現
行
計
量
法
で
は
I
S
O

／
I
E
C
1
7
0
2
5
が
用

い
ら
れ
る
が
、
標
準
物
質
に

関
わ
る
I
S
O
ガ
イ
ド
　34

（
J
I
S
Q
0
0
3
4
：
標

準
物
質
生
産
者
の
能
力
に
関

す
る
一
般
要
求
事
項
）
は
登

場
し
な
い
点
を
挙
げ
、
C
E

R
I
は
I
S
O
ガ
イ
ド
　
を
34

既
得
、
国
際
整
合
性
に
対
応

し
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
と

強
調
し
た
。
ま
た
社
会
的
要

望
の
高
い
標
準
物
質
を
開

発
、
供
給
す
る
と
し
、
自
動

車
の
対
米
輸
出
に
関
わ
る
自

動
車
排
気
ガ
ス
測
定
用
標
準

ガ
ス
、
一
斉
分
析
が
可
能
な

分
析
機
器
の
普
及
に
よ
り
多

成
分
を
混
合
し
た
金
属
混
合
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標
準
液
の
開
発
を
挙
げ
た
。

試
薬
の
ト
レ
ー
サ

ビ
リ
テ
ィ
確
立
を

　
三
浦
委
員
へ
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
は
「
試
薬
メ
ー
カ
ー
の
計

量
法
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
制

度
に
係
る
現
状
の
取
組
み
と

今
後
に
期
待
す
る
事
」。標
準

物
質
・
標
準
液
類
に
使
わ
れ

る
試
薬
は
、
濃
度
決
定
、
機

器
校
正
な
ど
に
用
い
ら
れ
、

分
析
値
、
測
定
値
の
基
準
と

な
る
も
の
で
あ
る
。
標
準
液

類
は
分
析
者
が
調
製
を
行
っ

て
い
た
が
、省
力
化
を
求
め
、

調
製
済
み
の
市
販
品
に
需
要

が
集
ま
っ
て
い
る
。

　
試
薬
メ
ー
カ
ー
が
供
給
す

る
標
準
物
質
は
、
J
C
S
S

各
種
標
準
液
が
約
　
種
に
対

60

し
、メ
ー
カ
ー
が
独
自
に「
標

準
」
と
し
て
い
る
物
質
は
、

農
薬
標
準
物
質
だ
け
で
約
5

0
0
種
あ
る
。
国
内
で
1
0

0
0
種
を
超
え
る
標
準
物
質

に
加
え
、
輸
入
品
も
販
売
さ

れ
て
い
る
。

　
市
場
の
要
求
に
対
し
、

メ
ー
カ
ー
は
J
C
S
S
事
業

者
と
し
て
の
供
給
、
I
S
O

取
得
に
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
前
者
は
採
算
性
、
ユ
ー

ザ
ー
ニ
ー
ズ
と
の
適
合
性

が
、
後
者
は
企
業
体
力
が

ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
。
計

量
法
見
直
し
に
対
し
、、タ
イ

ム
リ
ー
な
J
C
S
S
品
目
の

追
加
、
民
間
の
標
準
物
質
を

公
定
標
準
と
す
る
ス
キ
ー
ム

の
確
立
、
酸
・
ア
ル
カ
リ
、

純
物
質
と
い
っ
た
J
C
S
S

で
は
運
用
困
難
な
標
準
物
質

の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
確

保
を
期
待
す
る
、
と
し
た
。

ま
た
、
J
I
S
、
日
本
薬
局

方
、
水
道
法
な
ど
各
種
公
定

法
試
験
の
統
一
、
製
造
禁
止

品
目
の
標
準
物
質
供
給
体
制

の
確
立
を
訴
え
た
。

分
析
機
器
の
信
頼

性
確
保

　
齋
藤
委
員
は
「
分
析
機
器

メ
ー
カ
ー
か
ら
見
た
精
度
管

理
の
重
要
性
」「
今
後
の
標
準

供
給
、
国
際
整
合
性
及
び
国

内
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
体
制

に
期
待
す
る
こ
と
」
に
つ
い

て
述
べ
た
。

　
分
析
機
器
に
よ
る
分
析
値

の
信
頼
性
確
保
の
た
め
に

は
、
測
定
手
順
に
関
す
る
規

格
、
機
器
に
関
す
る
規
格
が

重
要
と
な
る
。
そ
の
た
め
に

は
J
I
S
、
I
S
O
／
I
E

C
規
格
な
ど
に
よ
る
分
析
操

作
手
順
の
統
一
、
標
準
物
質

に
よ
る
機
器
の
校
正
、
標
準

物
質
を
用
い
た
校
正
に
よ
る

分
析
値
の
同
等
性
の
確
保
が

求
め
ら
れ
る
と
し
た
。

　
分
析
機
器
に
よ
る
計
量
計

測
に
お
い
て
は
、
多
種
の
規

制
化
学
物
質
が
制
定
さ
れ
て

い
る
中
、標
準
物
質
の
充
実
、

ま
た
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の

あ
る
標
準
物
質
の
供
給
、
ま

た
測
定
／
試
験
方
法
の
規
格

化
及
び
国
際
整
合
性
が
必
要

で
あ
る
、
と
ま
と
め
た
。

第
3
W
G
第
2
回
会
合
開
く

日
電
検
、C
E
R
I
、標
準
ユ
ー
ザ
ー
が
意
見

　「
型
式
評
価
国
際
相
互
受

入
れ
取
決
め
の
枠
組
み
」（
M

A
A
：

）

と
は
、
法
定
計
量
分
野
に
お

け
る
計
量
機
器
の
型
式
承
認

手
続
き
に
関
し
て
、
国
際
法

定
計
量
機
関
（
O
I
M
L
：

※
）
加
盟
各

国
の
型
式
承
認
試
験
機
関
が

測
定
し
た
試
験
デ
ー
タ
を
相

互
に
受
入
れ
る
こ
と
を
可
能

と
す
る
た
め
の
国
際
相
互
承

認
の
手
続
を
定
め
た
も
の
。

　
M
A
A
へ
の
参
加
は
、
各

国
の
型
式
承
認
発
行
機
関

が
、
O
I
M
L
メ
ン
バ
ー
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
参
加
資

れ
ば
な
ら
な
い

　
こ
の
よ
う
に
、
T
B
T
協

定
は
、
各
国
の
規
制
等
で
用

い
ら
れ
る
強
制
規
格
や
任
意

規
格
を
国
際
規
格
に
整
合
化

し
て
い
く
こ
と
で
、
規
格
に

よ
る
不
必
要
な
国
際
貿
易
上

の
障
害
を
排
除
し
、
公
正
で

円
滑
な
国
際
貿
易
の
実
現
を

目
的
と
し
て
い
る
。

※
「
国
際
規
格
」
＝
「
国
際

標
準
化
機
関
（
※
）
に
よ
っ

て
採
択
さ
れ
、
一
般
の
人
々

が
入
手
で
き
る
規
格
」

※
「
国
際
標
準
化
機
関
」
＝

「
す
べ
て
の
国
の
国
家
を
代

表
す
る
関
係
組
織
体
が
そ
の

会
員
資
格
を
持
て
る
標
準
化

機
関
」（
い
ず
れ
も
、I
S
O
・

I
E
C
が
策
定
し
た
定
義
に

よ
る
。
W
T
O
協
定
上
、
基

準
認
証
に
関
す
る
用
語
の
定

義
は
、
I
S
O
・
I
E
C
の

定
義
に
従
う
こ
と
が
定
め
ら

れ
て
い
る
）

格
審
査
委
員
会
に
よ
る
所
定

の
審
査
を
受
け
、
計
量
器
毎

の
相
互
信
頼
宣
言
書
（
D
o

M
C
）
と
い
う
書
面
に
署
名

す
る
こ
と
で
実
現
。

　
来
年
よ
り
、
非
自
動
は
か

り
と
ロ
ー
ド
セ
ル
の
2
機
種

を
対
象
と
し
て
、
D
o
M
C

へ
の
署
名
が
行
わ
れ
M
A
A

が
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
。　20

カ
国
程
度
が
こ
れ
に
参
加
す

る
予
定
で
、
我
が
国
は
2
機

種
と
も
参
加
を
表
明
。今
後
、

こ
の
2
機
種
以
外
の
計
量
器

（
例
：
水
道
メ
ー
タ
ー
・
自

動
は
か
り
・
ガ
ソ
リ
ン
メ
ー

タ
ー
等
）
に
も
順
次
対
象
が

拡
大
さ
れ
る
予
定
。

※
O
I
M
L
＝
「
国
際
法
定

計
量
機
関
を
設
立
す
る
条

約
」
に
基
づ
き
設
立
さ
れ
た

条
約
機
関
。
計
量
器
の
使
用

か
ら
生
ず
る
技
術
上
及
び
行

政
上
の
課
題
を
国
際
的
に
解

決
す
る
た
め
の
様
々
な
活
動

を
実
施
。

　
同
条
約
は
、
1
9
5
5
年

（
昭
和
　
年
）　
月
、
パ
リ

30

10

に
お
い
て
　
カ
国
の
代
表
に

22

よ
り
締
結
、
署
名
さ
れ
、
1

9
5
8
年
（
昭
和
　
年
）
2

33

月
か
ら
正
式
に
発
効
。
日
本

は
、
1
9
6
1
年
（
昭
和
　36

年
）
6
月
に
加
盟
。

2
0
0
5
年
度（
平
成
　
年
度
）第
1

17

回
計
量
行
政
審
議
会
配
付
資
料
歓

7
月
　
日
開
催
、経
済
産
業
省
本
館
　
階
第
1
共
用
会
議
室

26

17

新
し
い
計
量
行
政
の
方
向

に
つい
て（
参
考
資
料
）芋

W
T
O・T
B
T
協
定

M
A
A
の
概
要



１

２

３

４

５

６

７

８
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　１０

　１１

１

２

３

４

５

６

７

８

９

　１０

　１１

　
家
庭
用
計
量
器
：
ヘ
ル
ス

メ
ー
タ
ー
、
ベ
ビ
ー
ス
ケ
ー

ル
、
キ
ッ
チ
ン
ス
ケ
ー
ル

　
家
庭
の
中
で
使
わ

れ
、
取
引
・
証
明
に

使
用
し
な
い
。

　
し
た
が
っ
て
検

定
・
検
査
の
対
象
外

だ
が
、
一
定
の
精
度
は
必
要

家
庭
用
計
量
器
の
製
造

事
業
者
に
は
、
技
術
基
準
の

適
合
、 「
正
」

マ
ー
ク
の
表

示
 の
義
務

づ
け
の
み
と

す
る
（
自
己

適
合
宣
言
で
良
い
）。

※
ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
＝
年
間

約
2
1
0
万
台
販
売
、 
ベ

ビ
ー
ス
ケ
ー
ル
＝
年
間
約
2

万
台
販
売
、
キ
ッ
チ
ン
ス

ケ
ー
ル
＝
年
間
約
1
0
0
万

台
販
売
（
国
内
生
産
品
の
台

数
で
輸
入
品
を
除
く
。
輸
入

品
は
概
ね
国
内
生
産
と
同
じ

程
度
あ
る
模
様
 ）

1
．
計
量
法
で
の
規
定

茨
法
定
計
量
単
位
と
非
法
定

計
量
単
位

　
計
量
法
で
は
、「
長
さ
」、

「
質
量
」、「
時
間
」
等
「
計

量
」
の
対
象
と
な
る
量
（「
物

象
の
状
態
の
量
」）を
具
体
的

に
列
挙
し
、
併
せ
て
そ
れ
ぞ

れ
に
つ
い
て
単
位
を
定
め
て

い
る
。
こ
れ
を
「
法
定
計
量

単
位
」
と
呼
ん
で
い
る
。
例

え
ば
、
長
さ
に
つ
い
て
は
、

単
位
は
「
メ
ー
ト
ル
」
で
あ

り
、
そ
の
定
義
は
、
光
が
一

定
時
間
（
2
9
9
、
7
9
2
、

4
5
8
分
の
1
秒
）
に
進
む

距
離
を
1
メ
ー
ト
ル
と
し
て

い
る
。
一
方
、「
法
定
計
量
単

位
」以
外
の
計
量
単
位
を「
非

法
定
計
量
単
位
」
と
呼
ん
で

い
る
。

芋
法
定
計
量
単
位
の
種
類

　
ど
の
よ
う
な「
物
象
の
量
」

を
計
量
法
の
対
象
と
す
る
か

は
、
そ
れ
ら
が
取
引
又
は
証

明
、
産
業
、
学
術
、
日
常
生

活
等
の
分
野
で
の
計
量
で
重

要
な
機
能
を
期
待
さ
れ
て
い

る
と
い
う
観
点
か
ら
選
ば
れ

て
い
る
。
1
9
9
2
（
平
成

4
）
年
に
は
、
計
量
単
位
に

つ
い
て
原
則
国
際
単
位
系

（
S
I
※
）
に
よ
る
と
い
う

方
針
の
も
と
法
律
改
正
が
さ

れ
、
そ
の
計
量
単
位
の
定
義

に
つ
い
て
は
、
メ
ー
ト
ル
条

約
に
基
づ
く
組
織
と
し
て
設

置
さ
れ
た
国
際
度
量
衡
総
会

（
C
G
P
M
）
の
決
議
に

従
っ
て
い
る
。

※
国
際
単
位
系
（
S
I
）
＝

S
I
は
フ
ラ
ン
ス
語
の

の
略
。1

9
6
0
年
、
メ
ー
ト
ル
条
約

に
加
盟
す
る
国
に
よ
会
議
で

あ
る
国
際
度
衡
量
総
会
で
決

定
さ
れ
た
。
世
界
の
経
済
発

展
や
科
学
振
興
等
の
た
め

に
、
世
界
の
計
量
単
位
を
1

量
1
単
位
と
す
る
こ
と
を
原

則
と
し
て
統
一
し
、
そ
の
採

用
が
世
界
各
国
に
推
奨
さ
れ

て
い
る
も
の
で
あ
る
。
S
I

単
位
系
自
体
も
、
こ
の
会
議

に
お
い
て
適
宜
見
直
し
が
行

わ
れ
て
い
る
。

2
．
計
量
法
に
お
け
る
単
位

の
規
制

茨
非
法
定
計
量
単
位
の
使
用

の
禁
止

　
計
量
法
で
は
、
非
法
定
計

量
単
位
は
取
引
又
は
証
明
に

使
用
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ

て
お
り
、違
反
に
は
罰
則（
　50

万
円
以
下
の
罰
金
）
が
適
用

さ
れ
る
。
我
が
国
は
、
歴
史

的
に
尺
貫
法
が
使
用
さ
れ
て

き
て
い
た
が
、
こ
れ
ま
で
計

量
法
の
規
制
に
よ
り
強
力
に

メ
ー
ト
ル
の
普
及
を
推
進
し

て
き
て
い
る
（
一
部
特
殊
な

用
途
に
お
い
て
使
用
を
認
め

て
い
る
単
位
も
あ
る
）。

【
長
さ
】

　
メ
ー
ト
ル
、
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
、
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
＝
○

　
尺
、
寸
＝
×

　
マ
イ
ル
、ヤ
ー
ド
、フ
ィ
ー

ト
、
イ
ン
チ
＝
×
（
航
空
機

分
野
で
は
○
）

【
面
積
】

　
平
方
メ
ー
ト
ル
＝
○

　
坪
＝
×

【
質
量
】

　
グ
ラ
ム
、
キ
ロ
グ
ラ
ム
、

ト
ン
＝
○

　
ポ
ン
ド
＝
×
（
航
空
機
分

野
で
は
○
）

【
温
度
】

　
摂
氏
＝
○

　
華
氏
＝
×
（
航
空
機
分
野

で
は
○
）

【
熱
量
】

　
ジ
ュ
ー
ル
、
ワ
ッ
ト
秒
、

ワ
ッ
ト
時
＝
○

を
基
礎
と
し
て
、
自
己
適
合

宣
言
の
手
順
、
表
示
方
法
等

に
つ
い
て
規
定
し
た
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
策
定
し
、
今
後
、

J
I
S
と
し
て
制
定
す
る
予

定
。

国
際
ル
ー
ル
に
整
合

1
．
戦
後
　
年
続
い
た
J
I

50

S
の
認
証
制
度
（
J
I
S

マ
ー
ク
制
度
）
を
抜
本
的
に

改
正

　
国
際
ル
ー
ル
（
I
S
O
／

I
E
C
の
基
準
）
に
整
合
化

　
民
間
の
第
三
者
機
関
に
よ

る
認
証
 

　
指
定
商
品
制
度
を
廃
止

し
、
J
I
S
マ
ー
ク
制
度
の

対
象
と
な
る
規
格
が
大
幅
に

拡
大

2
．
昨
年
6
月
に
J
I
S
改

正
法
が
成
立
、
本
年
　
月
1

10

日
施
行

新
J
I
S
マ
ー
ク
制

度
の
基
本
的
流
れ

①
事
業
者
か
ら
、
登
録
認
証

機
関
へ
認
証
の
申
請

②
登
録
認
証
機
関
は
、
申
請

者
の
工
場
の
品
質
管
理
体
制

を
審
査
（
書
面
及
び
現
地
）

す
る
と
と
も
に
、
製
品
試
験

に
よ
り
製
品
J
I
S
の
適
合

性
を
審
査

③
登
録
認
証
機
関
は
、
②
の

審
査
の
結
果
に
基
づ
き
、
認

証
の
可
否
に
つ
い
て
決
定

④
認
証
を
行
う
と
決
定
し
た

場
合
、
登
録
認
証
機
関
と
申

請
者
と
の
間
で
、
J
I
S

マ
ー
ク
の
使
用
に
係
る
契
約

（
認
証
契
約
）
を
締
結

⑤
認
証
を
取
得
し
た
事
業
者

は
、
製
品
に
J
I
S
マ
ー
ク

を
表
示

⑥
登
録
認
証
機
関
は
認
証
を

取
得
し
た
事
業
者
に
対
し
、

3
年
毎
に
1
回
以
上
の
頻
度

で
、
認
証
維
持
審
査
（
品
質

管
理
体
制
及
び
製
品
の
J
I

S
適
合
性
の
審
査
）
を
実
施

自
己
適
合
宣
言
に

つ
い
て

　
自
己
適
合
宣
言
と
は
、
供

給
者
が
自
ら
の
責
任
に
お
い

て
、
規
格
又
は
基
準
へ
の
適

合
性
を
表
明
す
る
こ
と
。

　
J
I
S
マ
ー
ク
の
表
示
が

で
き
る
の
は
、
登
録
認
証
機

関
の
認
証
を
受
け
た
申
請
者

の
み
。
自
己
適
合
宣
言
の
場

合
に
可
能
な
表
示
は
、
例
え

ば
「
J
I
S
×
×
×
×
×
に

適
合
」
と
い
っ
た
表
示
。

　
購
入
者
か
ら
信
頼
さ
れ
る

自
己
適
合
宣
言
を
行
う
た
め

に
は
、供
給
者
は
、試
験
デ
ー

タ
等
に
よ
る
裏
付
け
の
あ
る

宣
言
を
行
う
こ
と
が
必
要
。

　
国
は
、
適
切
な
自
己
適
合

宣
言
の
在
り
方
を
示
す
た

め
、
I
S
O
／
I
E
C
1
7

0
5
0（
供
給
者
適
合
宣
言
）
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　「
計
量
制
度
検
討

小
委
員
会
第
3

ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
計
量
標
準
・

標
準
物
質
の
供
給

等（
平
成
　
年
度
第

17

2
回
）」
の
配
付
資

料　「
日
本
計
量
新

報
」の
関
連
報
道
　10

回
分

　
参
考
資
料
よ
り
、

「
計
量
器
の
相
談

行
為
は
計
量
法
の

相
談
へ
の
回
答
で

も
あ
る
」（
横
田
俊

英
）、「
一
般
計
量
士

に
な
る
た
め
の
責

務
」（
東
京
計
量
士

会
理
事
・
研
修
部
、

メ
ト
ラ
ー
・
ト
レ
ド

珂
校
正
管
理
部
長

　
桑
山
重
光
）

　
以
上
の
文
書
を

「
計
量
計
測
デ
ー

タ
バ
ン
ク
」に
追
加

し
ま
し
た
。（
編
集

部
）

　
日
本
計
量
新
報

社
で
は
2
0
0
5

年
度
計
量
法
改
正
作
業
を
す

べ
て
伝
え
る
た
め
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
計
量
計
測
デ
ー

タ
バ
ン
ク
」
に
「
2
0
0

5
年
度
計
量
法
改
正
情
報

B
O
X
」
を
設
け
て
お
り

ま
す
。
こ
こ
で
は
計
量
行

政
審
議
会
の
本
会
議
、
計

量
制
度
検
討
小
委
員
会
の

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の

改
正
作
業
な
ど
公
開
さ
れ

た
文
書
の
す
べ
て
を
掲
載

し
ま
す
。
ま
た
日
本
計
量

新
報
で
ニ
ュ
ー
ス
報
道
内

容
な
ど
関
連
文
書
の
す
べ

て
を
掲
載
し
ま
す
。

　
す
で
に
「
平
成
　
年
度

17

第
1
回
計
量
行
政
審
議

会
」
と
「
計
量
制
度
検
討

小
委
員
会
第
1
回
会
合
」

の
配
付
資
料
お
よ
び
議
事

録
、「
計
量
制
度
検
討
小
委

員
会
第
1
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
第
1
回
」
の
配
付

資
料
と
議
事
要
旨
、「
計
量

制
度
検
討
小
委
員
会
第
2

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
第

1
回
」
の
配
付
資
料
、「
計

量
制
度
検
討
小
委
員
会
第

3
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

第
1
回
」
の
配
布
資
料
と

議
事
要
旨
を
掲
載
し
て
お
り

ま
す
。

http://www.keiryou-keisoku.co.jp/hou-kaisei2005/hou-kaisei-top.htm

単
位
に
つ
い
て

新
J
I
S
マ
ー
ク
制
度

家
庭
用
計
量
器

　
カ
ロ
リ
ー
＝
×
（
食
品
の

栄
養
価
で
は
○
）

【
体
積
】

　
リ
ッ
ト
ル
、
ミ
リ
リ
ッ
ト

ル
、
立
方
メ
ー
ト
ル
＝
○

　
石
、
斗
、
升
、
合
＝
×

【
力
】

ニ
ュ
ー
ト
ン
＝
○

ポ
ン
ド
＝
×

キ
ロ
グ
ラ
ム
重
＝
×

芋
非
法
定
計
量
単
位
が
書
か

れ
た
計
量
器
の
販
売
の
禁
止

　「
非
法
定
計
量
単
位
」に
よ

る
目
盛
又
は
表
記
を
付
し
た

も
の
は
、
販
売
し
、
又
は
販

売
の
目
的
で
陳
列
す
る
こ
と

を
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
た
と

え
、
法
定
計
量
単
位
が
併
記

さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
同

様
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
違

反
に
は
罰
則
（
　
万
円
以
下

50

の
罰
金
）
が
適
用
さ
れ
る
。

3
．
伝
統
分
野
で
の
運
用

　
計
量
単
位
の
規
制
が
、
我

が
国
の
伝
統
や
文
化
の
中
で

著
し
く
不
便
を
生
じ
さ
せ
て

い
る
場
合
は
、
そ

の
度
合
い
を
最
小

限
に
留
め
る
よ
う

に
制
度
の
柔
軟
な

運
用
を
行
っ
て
い

る
。

　
例
え
ば
、
木
造

建
築
や
和
裁
な
ど

の
分
野
で
は
、
尺
や
鯨
尺
が

現
在
で
も
利
用
さ
れ
て
お

り
、
か
つ
て
ヤ
ミ
業
者
の
製

造
し
た
粗
悪
品
が
出
回
る
な

ど
の
社
会
問
題
が
発
生
し
た

こ
と
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、

1
9
7
7
（
昭
和
　
）
年
に

52

計
量
行
政
審
議
会
で
議
論
が

行
わ
れ
、「
尺
相
当
目
盛
り
付

長
さ
計
」（
尺
相
当
の
長
さ
の

目
盛
り
が
付
い
て
い
る
が
、

値
は
メ
ー
ト
ル
の
も
の
さ

し
）
は
メ
ー
ト
ル
法
に
よ
る

も
の
さ
し
と
し
、
合
法
で
あ

る
と
い
う
判
断
が
さ
れ
て
い

る
。

正マーク

非法定計量単位を用いた計量器の例
（左）華氏の目盛りがある温度計
（右）インチの目盛りがあるものさし




